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キリストだけが私達の希望（イザヤ6:13）
　
今、私たちは、絶えない災いの現実を見ています。日本だけではありません。世界中に、災いがいろいろな形で現れ、絶えない状態です。その中で皆が必死なのですが、実は疲れ果てているのではないでしょうか。そこに唯一、希望の光を放つことができる存在が私たちクリスチャンであり教会です。しかし、残念ながら、クリスチャン自分自身がそのような力を現すことができない状態であるということも事実です。そういうことも踏まえて、なぜクリスチャンの私たちにそのような力がないのかということを問いかけないといけないと思います。それに対して、いろいろな答えがあるでしょうが、実は答えはひとつしかありません。周りが厳しいからではないし、私たちが未熟で条件が満たされていないからではありません。クリスチャンしか知らないし、告白することができないキリストしか希望はありません。Onlyキリストの信仰に立っていないからです。その信仰に実際に立っていれば、たとえ周りがすべて教会を迫害し、教会をつぶそうとしていても、私たちが人間的に力を現すことができない状況であっても、そういうことと全く関係なく疲れている世の中に希望の光を放つことができるのです。それは歴史を通しても証明されていることではないでしょうか。
ですから、今クリスチャンの私たちに求められる課題は、本当にキリストだけ、Onlyキリスト、キリストの他には希望はありませんと心から告白できるかどうかを吟味することです。今日の聖書の箇所は、切り株のお話がありますが、すべてが焼き払われて、その中で十分の一が残ったとしてもだめだ。それもすべて焼き払われるようになる。何がどう変わろうが希望はありません。しかし、その中に、すべてが焼き払われて切り倒された後、切り株が残る。聖なる切り株、それは実は、イエス・キリストのことです。そこにしか希望はありませんというメッセージです。この聖書を中心にして、私たちが頭で理解しているかもしれませんが、本当に絶えない災いの中で皆が必死で頑張っているのですが道が見当たらないし、実際は疲れ果てているこの暗闇の世に光を放つクリスチャンになるということを約束とし握って、そのための方法、鍵は、自分自身がキリストの他には本当に希望はありませんと納得して告白するようになることです。そのことのメッセージを神様から教えられたいなと願います。
実際、今私たちが生きている世の中には、すばらしいもの、良いもの、必要なものなどがたくさんあります。テレビなどを見ますと、世界の絶景100というタイトルをもって、私たちは行ったこともない世界中のすばらしい絶景などを紹介される番組などがあります。それらを見ると、自然に無意識的に「すばらしいな。いいな」と思うようになります。そのような自然環境などは、世界中にいっぱいあります。世の中には、良いものがたくさんあります。そして、私たちが見たときにいいなと思うようなことがたくさんあります。GWの時も、ある人は10日間の休暇が取れて、今まで必死に頑張ったことに対してご褒美という意味で海外旅行、国内もいろいろな所に行ってのんびりしたりします。それで何もかも忘れて、すばらしい自然の中でぐっすりと休憩をとる様子を見ながらいいなと思います。自分があまり行ったことがないからかもしれません。いろいろなことを見て聞いていいなと思うようなことが世の中にはたくさんあります。ときには、ぐれていた子どもが、その子どものことを最後まで信じて待っていた家族のゆえに更生して新しいスタートを切るようになったというエピソードなどもたくさん聞きます。その本人が、「結局、家族のためにこうなりました。家族っていいものですよ」と告白します。私が今お話しするとそんなに感動的ではないでしょうが、実際、その番組などを見るとものすごく感動的なのです。そのように感動するようなエピソード、家族愛みたいなものが世の中にはあります。すばらしいではないでしょうか。今すべて取り上げる時間はありませんが、世の中には良いもの、すばらしいもの事がたくさんあります。そして、立派だなと思うようなことも少なくありません。私たちが覚えているだけでも世界中に偉人たちがたくさんいるでしょう。彼らは何か世の中のための偉業を成し遂げて、何かすばらしいものを残したので、偉人として私たちの記憶に残るのです。立派な人だと思います。ときには国のため、民衆のために自分のいのちを犠牲にしてまで良いことをやろうとしていた方々もたくさんいます。世の中には、立派な人、立派な思想やイデオロギーもたくさんあります。世界中の人が公平に差別をなくし、苦しんでいる人がしっかり助かるような思想を広めようとする宗教、人々も世の中には少なくありません。そのような立派な思想などもあります。ときには、不屈の意志と言いますでしょうか。事故に遭い障害者になって絶望の淵に落ちていたのに、何かがきっかけになって奮起し立ち直ってオリンピックの、パラリンピックの選手になった。それで今障害を抱えている人、あるいは事故に遭っている人、弱っている人々、切望のため息をしている人々に慰め、励ましになるような人生を生きている立派な人も世の中には少なくありません。
そして、この世の中には、生きるために必要なもの、なくてはならないものもたくさんあります。生きるためには、努力も必要でしょう。努力はすばらしいものだと思います。また、私たちが生きるためにはお金も経済も必要だし、そして、知識も求められるし、文明の発展などもこの世を生きるためには、世の中のためには無くては行けないものなのです。それを否定するつもりはこれっぽっちもありません。しかし、今災いが絶えない世の中を見ながら、その中で皆が頑張っているのですが突破口がないゆえに疲れ果てている人々に光を放つべきクリスチャンの私たちはそこで吟味しないといけません。良いもの、立派なもの、必要なものがたくさんあるのにもかかわらず、そういったすべてが一つだけは絶対に触れることができないのです。どんなに良いもの、すばらしいもの、良いなと感嘆するしかないものがあり、立派なもの、なくてはならない必要なもの、そのためにある人は命も賭けるほど大事なものがあるのにもかかわらず、一つだけ、人をまことの神様に立ち返らせることは絶対にできません。だから、神様と一緒にいるべき人間、神さまを礼拝して神の祝福の中に生きるべき人々が神様から離れてしまったので、また、神様に戻らないといけないのですが、神様を信じる信仰をもって神様をあがめるようにならないといけないのですが、そうしない限り根本的に何も変わらないし、何も解決しないのです。けれども、良いもの、立派なもの、必要なものが、人を神様に立ち返らせることはできません。もっと正直に正確に申し上げると、良いもの、立派なもの、必要なものがあればあるほど、その質が上がれば上がるほど、逆方向に行くようになります。それが歴史の証拠ではないでしょうか。だから、災いが絶えないのです。だから、良いものがあるし、立派なものもあるし、必要なものを手に入れたにもかかわらず、重荷を背負い人生は疲れ果ててしまうだけなのです。ここを私たちは吟味して忘れてはいけません。決していいな、すばらしいなと思うものを悪いというつもりはないし、否定するつもりもありません。クリスチャンの私たちはそのことをしっかりと吟味しないといけません。
そして、それにとどまらず、世の中では無理なので神様ご自身が人のことを愛して特別に干渉されるのです。神様がどのように人間の世界に、人類に、ひとりひとりの人生の中に入って来られて干渉されるのかと言いますと、まずは神様がそのように希望のない世の中から人々を選ばれました。神様の特別な理由があって、聖書を見るとまずアブラハムという人を選ばれました。そして、そのアブラハムを通してそこら中の民族とは最初から性格が違うイスラエルという国、民族を選ぶようになりました。そして、彼らにおっしゃいました。あなたがたを世界を生かすための祭司の国にすると、そのような祝福をもってイスラエルを、アブラハムを選ばれました。神様の特別な干渉です。特別な介入というものです。そして、選ばれただけではありません。彼らに具体的に特別なやり方で彼らを導かれました。まずは他の国の人にはまったく与えたことがない神様のみことば、律法を与えられました。分からせるために。教えるために。なんと素晴らしいことでしょうか。そのまま立派なもの、すばらしいもの、世にある必要なものだけでは無理なので、神様は特別に神のみことば、神様の意志、御旨を書き記したものを彼らに渡したのです。これ以上の特別な干渉がどこにあるでしょうか。それから、彼らがそのみことばどおりにうまくできないとご存知なので、彼らに神様が奇跡のみわざをもって彼らを一歩一歩導かれました。このように神様が干渉なさってイスラエルの中に介入されました。イスラエルの手を取って神様は導かれました。すばらしい神様のみわざではないでしょうか。他の国では全く見られないイスラエルだけの特別な祝福なのですが、イスラエルのために王を立てたり、預言者を立てたり、祭司などを立てたりしました。それはほかの国にはありません。それで選ばれたイスラエルが祭司の国、祝福の国として立って周りの国々に光を放って、周りの世界中の人々を助けることを神様は望んでいらっしゃったのです。それでも、彼らは言うことをよく聞かないので、ときには彼らに愛のむちを与えることによって、周りの国から侵略されたり、国がつぶれて捕虜になってしまうようにということを神様はなさったわけです。気づきなさいと。目を覚ましなさいという神様の愛のむちです。これほど神様に愛され、また神様の奇跡を見て、神様の扱いの対象になった国、民族が、世界中、地球上どこにあったのでしょうか。全くありません。聖書にはそのことをこのように表現しています。出エジプト19：4。申命記32：10-14などを見ると、イスラエルを神様が鷲の翼に乗っけて安全に彼らを守り移動されたかのように彼らを神様は導いていらっしゃったのです。イザヤ625などを見ると、新郎が神父を喜ぶかのように、神様がイスラエルを喜んで彼らを守りともなわれて、彼らを引っぱって導いていらっしゃったとあります。短い時間の中でまとめてお話をするから、あまり感動を受けないかもしれませんが、これはびっくりしないといけません。それほどになさったのか。そこまでされたのか。

もう一度言います。世の中にありすばらしいもの、良いもの、私たちが感動せざるをえない立派なもの、またそれがなくては困る必要なものがたくさんあります。本当にそれは大事です。でもそれどころではありません。それでは無理だと神様がご存知なので、神様が特別に入って来られました。奇跡を与えられて、彼らを特別に選ばれて、あなたはわたしの祭司の国になると宣言しながら、ときには愛のむちを当てて、これ以上、どうすればよいでしょうか。そこまでなさいました。もうこれ以上はないだろうと思うところまで神様は選ばれたイスラエルに介入しそのように扱いました。その結果、どうなったのか。それに対しての評価です。イスラエルに対しての評価です。あとで聖書を見て確認していただきたいと思いますが、イザヤ1：4-6を見ると、いつもそのようにしたにもかかわらず、神様が特別に扱ったのにもかかわらず、彼らはいつも打たれっぱなしで、上から下まであざだらけなので、もうこれ以上、手を加えることがないほどになっていると書いてあります。つまり、神様が選ばれ奇跡をもって導かれ、ときには忍耐をもって待ちながら、愛のむちを当てながら、他の国々にはない特別な扱いをしたにもかかわらず、1回も聞きいれることがなかった。だから、いつも打たれっぱなし、やられっぱなしでした。それでイザヤ41：14を見ると、ミミズのようなヤコブと呼ばれることになりました。イザヤ60：6には、イスラエル、人間の義というものは、汚れた布のようなものだとあります。これらが評価です。神様の特別な扱い、干渉、介入があったにもかかわらず、結果はそうなりました。神様の特別な扱いが悪かったとか足りなかったという意味ではありません。それがあるのにもかかわらず、人は変わらないのです。覚えていてください。皆さんしかこのお話は理解できないし、アーメンできる存在は地球に今いません。東京大学、ハーバード大学に通っていても、IQが3ケタ、4ケタになるとしても、これは理解できません。このお話を聞いて、これを自分で確認し、なるほど世の中には、良いものがたくさんあったがそこに希望はないのだね。神様の特別な扱い、そこにも希望がありません。一体、どこに希望があるのか、どうすればいいのかと問いかけないといけません。自分の一回限りの人生を取り上げて。エレミヤ32：30-32を見ると、こう書いてあります。イスラエルは今まで神の怒りを買うことしかやったことがないと。いつも神の怒りを書くことばかりやっています。誰がでしょうか。神様に特別扱いされていたイスラエルがそうだったのです。その神様の特別な扱いの外側にいた、ただ良いもの、立派なもの、必要なものだけで人生を生きていこうとしていた人は、言うまでもないでしょう。このように神に特別な扱いを受けたにもかかわらず、ミミズのような者と言われるのであれば、そのときにイスラエルではない人々は、何と言えばよいでしょうか。それが真相です。そのことをよく理解していたステパノ執事はお話の中で、使徒7：51-52でこのように言っています。常に神に逆らっていたと。誰がでしょうか。神様に特別な扱いを受けて、神の奇跡を見て、神の律法をいただいて、神の愛のむちを打たれたこともあるイスラエルが常に、一度も例外なくいつも神に逆らっていました。その逆らった最終的な結論が、義人、つまりキリストを十字架で殺してしまったのです。誰がでしょうか。神の奇跡を見た人々が。どこに希望があるのでしょうか。皆さん、真剣に質問してみてください。なぜいいな、感動的だな、ときには自分も自然に涙がでたりするときもあります。その涙は嘘ではないけれども真実でもありません。ただの感情です。それほど感動的なものがいっぱいあり、立派なもの、なくては困る必要なものもたくさんあります。それなのに世の中はなぜ変わらないのでしょうか。人々は、なぜ変わらないのでしょうか。一歩進んで神様の特別な扱いを受けていたイスラエルでさえ、なぜちっとも変らないのでしょうか。それほど人が抱えている闇は深いのです。人類が抱えている原罪という罪の問題は簡単ではありません。感動的なものがあるから、人が抱えている闇がどうなるわけでもありません。必要なものがたくさんあります。だから、必死に求めているのです。でも、必要なものがあり、すべて満たされたとしても人は変わりません。人が抱えている闇の問題には何の役にも立ちません。どこまでこれはひどい問題なのでしょうか。神様が奇跡をもって紅海を分けたり、炎の柱、雲の柱などをももって導いたにもかかわらず役に立ちませんでした。それほど闇は深いのです。神様を離れて罪を犯してしまったということは深刻な問題であり、これが霊的な問題であり、そして、この問題の裏には目には見えないサタンとも呼ばれる悪魔のしわざというものがあります。だから、無理なのです。良いことがあれば、すばらしいことがあれば、頑張れば、神様の奇跡があれば変わるだろう、すこしは希望が見えるかなと思っていたでしょうが、今日限りそのすべてを全部下してください。あります。ないのです。こうすればこうなるだろうということは、地球上に、歴史の中に存在しません。国がこう変われば、政治家がこう変われば、時代が変われば。とんでもありません。人の問題、人類が抱えている闇の問題は、そんなにたやすい問題ではありません。そこを聖書が言いたい話しであるし、クリスチャンの私たちがそのことに心から納得してアーメンしない限りは、この闇の世界に光を放つことは無理なのです。私たちに能力がなくても環境が厳しくても、それは一切問題になりません。学歴がなくても、たとえ病気を抱えていても、それは一切、問題になりません。本当にこのお話に納得して、キリストの他には希望がありませんとなっているでしょうか。フレーズの問題ではありません。根拠をもって。
私は自分の人生を振り返ってこのことを確認しました。皆さんはそうではないかもしれません。私より立派な方であるしすばらしいものもたくさんあるので、自慢できるもの、大事なものがいっぱいあるので、それに希望をかけていらっしゃるかもしれませんが、私には一切ありませんでした。自分の頭に希望を託していたのですが、そこにも希望はありませんでした。自分の良心に従って一生懸命頑張ろうとしたのですが、そこにも希望がありませんでした。だから、もうどうでもいいと堕落もしてみたのですが、そこにも希望がありませんでした。右に行っても左に行っても、東西南北どこにいっても希望などありませんでした。皆さんはそうではないでしょう。良いものがいっぱいあるから。それなのに違いますか。私と一緒ですか。なぜキリストの他には希望がありません。希望はただキリストだけですという告白が、心から湧き出て、私と皆さんと共通になって一致しないのでしょうか。そこがすべてなのです。今いろいろな部分で未熟で、ときには失敗もしたり弱い部分もあったり、それは大きな問題ではありません。だから、キリストが。私に希望がないから、自分自身にも親にも希望がないから、だから、キリストが十字架で死なれたのではないでしょうか。この歴史の証拠、聖書の証拠、現実の証拠をもって、なぜそうなのだろうかと、その答えはしっかりと見つめていただきたいと思います。神様から離れてしまった罪は、簡単な問題ではありません。立派な何かに感動すればどうにかなる、変わるようなものではありません。まったく何ものにも希望はありません。それを覚えやすいために私たちは創世記３章と言います。聖書に書いてあるお話ではありません。今もずっと続いている内容です。だから、それが本当であれば迷わずにこのような結論に至って告白するしかありません。キリストの他には希望はありません。それが神様の叫び声です。神様の情念、韓国語で「恨」です。神様が言いたいことはそれしかありません。こんなに分厚い聖書に、安息日守りなさい。隣人にこうしなさい。いろいろ書いてあります。そのすべてが神様の叫び声一つだけです。キリストの他には希望はありません。これが聖書です。そして、これが神様の愛の叫びです。この神様の叫び声を聞きいれない限りは、あなたに人類に希望はありません。他のどこに行っても希望はありません。だから、神様はどんな犠牲を許してでも、この叫び声に耳を傾けるようにさせる方なのです。キリストの他には希望はありません。これが聖書、特に旧約の聖書の結論であり、メッセージであり、核心ポイントです。聖書は難しい話ではありません。過越しの祭りがああだこうだと。カナンの地に入ったらこうしなさい。家庭の中ではこうして、結婚したら校でといろいろ言われます。そのすべてはひとつのためです。キリストの他には希望はないということです。そして、それが恵みによってキリストに出会ってキリストを受け入れました私たちクリスチャンの宣言です。今まで信仰の宣言文と言いましたが、フレーズを少し変えようかなと思います。クリスチャンの宣言です。クリスチャン宣言です。キリストの他には希望はありません。だから、私たちはキリストだけが私の希望です。唯一の希望です。そして、必然的に、今申し上げましたように、当たり前にキリストだけが私の希望です。世の中に良いもの、すばらしいもの、いっぱいありますが、相対的に比べるものではなくて、絶対的にキリストだけが私の希望ですということがクリスチャンの宣言です。これがないから難しいのです。環境が難しいからではありません。聖書を見てください。この告白を持っているものをレムナント、切り株というし、そういう人々はどんな環境、条件の中でも揺れることなく、周りに光を放つ事ができました。言い訳などいりません。この宣言、キリストだけが私の希望です。その時に、すべてが全部消え去ってキリストだけが残ります。だから、すべてがキリストに向けさせるようになります。それがこれからの人生です。キリストはすべての理由です。悪いこと、良いこと、過去の辛い経験など、すべてが全部キリストに向かうためにあったものです。律法そのものも。パウロは言います。私たちをキリストに向かわせるための教育係のようなものだと。律法そのものには希望はありません。ルールには、希望はありません。キリストです。道徳も両親にも希望はありません。キリストだけです。
だから、キリストのほかにすべてを希望の座から全部下さないといけません。その時に今まで私たちが知らず知らず縛られて捕らわれていたところから解き放たれて自由になります。特に過去の様々な傷から。傷は何でしょうか。何かに何気に知らないうちに希望を託し期待をしていたのです。それが裏切られたので傷として残るのです。それは裏切ったものも問題でしょうが、そのように期待を寄せていた自分自身が最初から間違いなのです。なぜでしょうか。キリストの他には希望がないので、期待できるもの、希望を託せるようなものは世の中に、宇宙に存在しません。キリストだけです。だから、「私は間違っていたのだね。なんで親に期待をしていたのだろう。社会に期待していたのだろう。友達に期待していたのだろうか。それ自体が間違いではないのか。これからキリストだけだ。それですべて今まで捕らわれていた過去の傷から解き放たれて自由にならないといけません。誰かを恨んだり憎んだり、誰かのせいにしたりするところから自由にならないといけません。誰かのせいではありません。元々、そんなもんなのです。人生って。世の中って。神様から離れている暗やみに覆われている世の中で何を期待するのでしょうか。知らないからでしょう。どこか少しでも希望を託しているなら皆さんはキリストに対しての信仰のカラーが違うのです。虫という意味とは違います。
結論です。今日のメッセージのタイトルです。キリストだけが私の希望です。一緒にやるときには、キリストだけが私たちの希望です。それを裏返しますと、今までいいなと期待を寄せていた、もしかして希望を少しでも託して期待をしていたものに対して、そのすべてはちりあくたですと宣言すること同じです。これがクリスチャン宣言第一です。これからは、今までのことももちろんですが、これからは何ものにも失望などしないように。失望ということに対してもう終止符を打つようにしましょう。失望することはありません。なぜなら、元々、希望になるものはないから。元々、期待されるようなものは存在しないからです。希望にあるもの、期待できるものはキリストだけです。キリストは絶対に裏切ることがないから失望することもありません。だから、これからのクリスチャンの人生は、失望とはさようならして終止符を打つようにしましょう。奥さんや旦那さんに期待したりすると、必ず傷を負うようになるし、必ずがっくりして裏切られるようになります。相手が悪いからではありません。そもそも元々、そういうものです。私たちが勘違いしているだけです。
今日、短い時間ではありましたが、旧約の聖書、すべてをお話ししました。それを根拠にして世の中を根拠にして、キリストの他には希望はありません。だから、皆さん、宣言してください。キリストだけが私の希望です。「これからキリスト以外には希望を託したり期待することなどはやめます。私は希望を一つに絞ります。キリストだけを希望にします」。何かあったときにもよそ見などしないでください。何か機嫌を伺うためにいろいろしないように。元々、希望はないから、何かがあるたびに、寂しいときに、厳しいときに、希望はキリストしかないからキリストだけを見上げてください。そこから希望を確認しないといけません。それがあれば新しくスタートするようになります。そして、不思議なことに何もしていないのに、実際、何も変わっていないのに、筋トレなどしたことがないのに、ジムに通ったこともないのに、ライザップもやったことがないのに、不思議なことに周りの暗やみの力が、自分自身も知らないうちに惑わされていた暗やみの力が砕かれていくようになります。神様が望まれるのは、皆さんが何か立派なすごいことをやることではありません。その時から、教会の礼拝に来ることも義務ではなくて喜んでくるようになるでしょう。意味を持って。神様が望まれるのは、皆さんがこの宣言の上に立つことです。二部礼拝でも申し上げますが、この結論を握っている者は、これから自分自身のことに対してナルシストになって自分をほめながら生きるようになります。これができていないといつもフラフラします。世の中に良いもの、すばらしいもの、たくさんあります。でも、頼れるものはひとつもありません。キリストだけです。
祈り)

恵み深い天の父なる神様。神様は聖書を通して、歴史を通して、私たちの人生を通して、また現実を通して私たちにおっしゃっています。キリストの他には希望はありません。この神様の愛の叫び声に、私たちが本音の方から反応し、それを受け入れることによって、自分のクリスチャンの宣言にしていくことができるように導いてください。特に小さな子どもを育てる親の方々は、子どもが分かるかどうかの前に、胎内にいる時から、このクリスチャンの宣言とともに命をかけることができるように祝福してください。それですべての傷から自由になり、すべての暗やみの力が砕かれる体験ができるように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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